
寄
附
禁
止
の
ル
ー
ル
を
守
っ
て

明
る
い
選
挙
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

　

町
議
会
議
員
等
が
選
挙
区

内
の
人
に
、
お
金
や
物
を
贈

る
こ
と
は
法
律
で
禁
止
さ
れ

て
お
り
、
違
反
す
る
と
法
律

で
罰
せ
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
有
権
者
が
寄
附
を

求
め
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

成
田
国
際
空
港
の
容
量
拡
大
が
４
者
協

議
会
に
お
い
て
合
意
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

航
空
機
騒
音
対
策
及
び
航
空
機
の
低
騒
音

化
等
に
つ
い
て
、
12
月
16
日
（
木
）
議
会

議
員
研
修
会
と
し
て
空
港
の
現
地
視
察
を

行
い
、
成
田
国
際
空
港
株
式
会
社
か
ら
説

明
を
受
け
る
と
と
も
に
、
航
空
機
の
離
発

着
を
空
港
内
で
体
感
し
ま
し
た
。

　

空
港
会
社
の
説
明
に
よ
る
と
、
開
港
当

初
は
ジ
ャ
ン
ボ
ジ
ェ
ッ
ト
な
ど
大
型
機
が

主
流
で
あ
っ
た
が
、
現
在
は
低
騒
音
機
ほ

ど
着
陸
料
金
を
安
く
す
る
制
度
の
導
入
に

よ
り
低
騒
音
航
空
機
の
運
行
比
率
が
全
体

の
76
％
を
占
め
て
い
る
と
の
こ
と
で
し

た
。

　

今
後
も
、
国
や
空
港
会
社
に
騒
音
対
策

や
地
域
共
生
策
に
積
極
的
に
取
組
む
よ
う

働
き
か
け
て
ま
い
り
ま
す
。
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「子宮頸がん予防
　ワクチン」について

町
民
の
皆
様
方
の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す

成 田 空 港 の 視 察 研 修 会 開 催

来年 1 月から
　　全額助成を実施

Ｑ
「
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク

チ
ン
」
の
公
費
助
成
に
つ
い
て

Ａ
現
在
、
国
に
お
き
ま
し
て

国
際
動
向
や
疾
病
の
重
篤
性
、

次
世
代
育
成
の
観
点
か
ら
、
公

費
助
成
で
き
る
よ
う
平
成
22
年

度
補
正
予
算
に
お
い
て
要
求
さ

れ
、
事
業
の
実
施
に
向
け
て
準

備
作
業
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
が
、
実
施
時
期
に

つ
い
て
は
未
定
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
当
町
に
お
き
ま
し
て
も
、

「
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
」

に
つ
き
ま
し
て
は
、
最
重
要
課

題
と
考
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、

国
の
事
業
実
施
に
先
駆
け
、
町

独
自
の
事
業
と
し
て
、
来
年
１

月
か
ら
全
額
助
成
を
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。

Ｑ
「
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
」
と
「
小

児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
」
の

公
費
助
成
に
つ
い
て

Ａ
「
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
」
と
「
小

児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
」
に

つ
き
ま
し
て
も
、
子
育
て
支
援

対
策
及
び
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
重

要
性
に
鑑
み
、
来
年
４
月
か
ら

の
実
施
に
向
け
て
、
事
務
作
業

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｑ
「
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク

チ
ン
」
の
公
費
助
成
に
つ
い
て

Ａ
「
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク

チ
ン
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
疾

病
の
重
篤
性
や
ワ
ク
チ
ン
の
重

要
性
は
認
識
し
て
お
り
ま
す
が
、

現
時
点
で
は
、
任
意
の
接
種
で

あ
る
こ
と
や
、
国
の
助
成
制
度

の
対
象
外
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

財
源
確
保
も
含
め
た
中
で
、
今

後
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｑ
学
校
の
耐
震
化
に
つ
い
て

Ａ
安
全
で
安
心
な
学
校
施
設

整
備
の
た
め
、
校
舎
等
耐
震
化

事
業
に
つ
い
て
は
、
優
先
的
に

川 島　富士子 議員

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
耐
震

化
率
は
、
本
年
４
月
現
在
で

78
・
３
％
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

平
成
23
年
度
か
ら
平
成
27
年
度

ま
で
の
第
４
次
地
震
防
災
緊
急

事
業
五
箇
年
計
画
が
予
定
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
特
別

措
置
に
よ
る
国
庫
補
助
率
の
嵩

上
げ
を
活
用
し
て
、
残
る
施
設
、

東
陽
小
学
校
、
白
浜
小
学
校
、

日
吉
小
学
校
、
南
条
小
学
校
の

屋
内
運
動
場
改
築
事
業
及
び
白

浜
小
学
校
の
特
別
教
室
棟
の
改

築
事
業
に
つ
い
て
も
計
画
的
に

施
設
整
備
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

※
そ
の
他
の
質
問

・「
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
」 

導 

　

入
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

・
福
祉
灯
油
に
係
る
取
り
組
み

　

に
つ
い
て

・
外
灯
及
び
防
犯
等
の
電
気
料

　

金
支
払
い
に
つ
い
て

・
環
境
配
慮
契
約
に
関
す
る
取

　

り
組
み
に
つ
い
て

・
地
籍
調
査
へ
の
取
り
組
み
に

　

つ
い
て

・
合
併
検
証
に
つ
い
て

成田空港株式会社から航空機騒音対策等について
説明を受ける

政治家は選挙区内の人々に祝金や祝品、
あいさつ状などを出すことは禁止されています。

航空機の離発着を間近で体感！
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Ｑ
財
政
推
計
が
ど
の
よ
う
に

行
政
運
営
に
反
映
さ
れ
て
い
る

か
。
ま
た
平
成
29
年
度
以
降
の

推
計
に
つ
い
て
。

Ａ
推
計
は
、
将
来
の
財
政
状

況
を
把
握
し
、
町
作
り
の
計
画

を
行
う
た
め
の
有
効
な
資
料
と

認
識
し
て
い
ま
す
。
平
成
29
年

度
ま
で
の
間
に
財
政
調
整
基
金

は
底
を
つ
き
、
各
年
度
の
収
支

で
は
２
億
円
を
超
す
赤
字
が
発

生
す
る
憂
慮
す
る
も
の
と
な
り

ま
し
た
。
今
後
も
財
政
推
計
を

参
考
と
し
、
計
画
的
な
事
業
実

施
と
事
業
の
精
査
、
そ
し
て
財

政
調
整
基
金
の
保
有
額
に
留
意

を
し
、
将
来
も
安
定
か
つ
健
全

な
財
政
運
営
が
計
れ
る
よ
う
準

備
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
現
財
政
推
計
は
現

行
の
町
総
合
計
画
の
対
象
期
間

に
合
わ
せ
て
作
成
し
て
お
り
、

29
年
度
以
降
の
財
政
推
計
は
作

成
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

時
期
総
合
計
画
の
期
間
で
は
、

平
成
33
年
度
に
は
、
合
併
に
伴

う
財
政
支
援
が
全
く
な
く
、
大

き
な
転
機
が
到
来
す
る
こ
と
と

な
り
、
町
財
政
の
ス
リ
ム
化
を

図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

Ｑ
消
防
団
員
確
保
へ
の
認
識

と
対
応
に
つ
い
て

Ａ
近
年
消
防
団
員
の
就
業
形

態
が
大
き
く
変
化
し
、
全
国
的

に
見
て
も
団
員
確
保
に
苦
慮
し

て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。
今

後
も
町
防
災
組
織
の
要
で
あ
る

消
防
団
の
育
成
と
団
員
確
保
に

町
と
消
防
団
本
部
が
一
丸
と
な

り
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

Ｑ
自
主
防
災
組
織
の
育
成
に

つ
い
て

Ａ
災
害
に
よ
る
被
害
を
最
小

限
に
す
る
た
め
に
自
助
、
共

助
、
公
助
の
連
携
が
重
要
で
あ

り
「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分

た
ち
で
守
る
」
と
い
う
共
助
の

精
神
に
基
づ
き
、
自
主
的
に
結

成
す
る
自
主
防
災
組
織
を
支
援

し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
公
共
交
通
に
つ
い
て
の
評

価
、
検
討
委
員
会
で
の
方
向
性

に
つ
い
て

Ａ
廃
止
代
替
バ
ス
に
つ
い
て

は
、
費
用
対
効
果
は
低
い
も
の

と
考
え
関
係
市
町
と
十
分
に
協

議
し
て
い
き
ま
す
。
空
港
シ
ャ

ト
ル
バ
ス
運
行
事
業
は
平
成
18

年
度
以
降
の
利
用
者
は
年
間

10
万
人
を
超
え
、
各
方
面
か
ら

大
き
な
評
価
を
得
て
お
り
ま
す
。

　

町
内
循
環
バ
ス
に
つ
い
て
は
、

急
激
な
減
少
傾
向
は
見
ら
れ
ま

せ
ん
。
運
営
に
要
す
る
補
助
金

は
４
千
万
円
程
度
を
要
し
て
い

ま
す
。
現
在
庁
内
検
討
委
員
会

に
於
い
て
調
査
研
究
を
し
て
お

り
、
年
度
末
ま
で
に
報
告
書
を

提
出
で
き
る
よ
う
進
め
て
い
ま

す
。

※
そ
の
他
の
質
問

・
地
区
要
望
へ
の
対
応

・
来
年
度
予
算
編
成
方
針

・
地
元
直
営
工
事
は
公
平
な
サ

　

ー
ビ
ス
か

・
指
定
管
理
者
制
度
導
入
の
成

　

果
に
つ
い
て

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
に
反
対
を

到
底
受
け
入
れ
で
き
な
い

越 川　洋 一 議員

若 梅　喜 作 議員

Ｑ
菅
首
相
は
経
済
連
携
、
開

国
を
す
る
と
い
う
方
向
と
農
業

の
再
生
を
両
立
さ
せ
る
と
主
張

し
て
お
り
ま
す
が
、
両
立
は
不

可
能
と
思
わ
れ
ま
す
。
推
進
す

れ
ば
県
農
業
産
出
額
へ
の
影
響

は
米
は
県
産
米
の
９
割
が
外
国

産
米
に
置
き
換
わ
る
。
麦
類
は

消
滅
、
畜
産
59
％
減
少
。
乳
牛

生
乳
消
滅
。
豚
70
％
減
少
、
全

体
で
33
％
１
３
８
０
億
円
の
影

響
を
受
け
県
経
済
、
環
境
も
め

ち
ゃ
め
ち
ゃ
に
な
る
と
い
う
の

が
県
の
試
算
で
す
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に

参
加
す
れ
ば
例
外
な
く
関
税
の

撤
廃
が
求
め
ら
れ
、
ア
メ
リ
カ
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
の
大
量

輸
入
で
日
本
農
業
は
壊
滅
的
打

撃
を
受
け
国
内
生
産
は
崩
壊
す

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
菅
首

相
は
日
本
が
鎖
国
状
態
に
あ
る

か
の
よ
う
に
い
わ
れ
ま
す
が
、

関
税
率
は
日
本
が
11
・
７
％
、

世
界
で
２
番
目
に
低
く
十
分
す

ぎ
る
ほ
ど
開
か
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
が
現
実
の
農
業
の
厳

し
さ
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で

す
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
参
加
９
カ
国
で
ア

メ
リ
カ
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
つ

ま
り
農
水
産
物
輸
出
大
国
に
門

戸
を
開
い
て
や
る
の
が
狙
い
で

す
。
国
内
で
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
参
加

を
強
く
求
め
て
い
る
の
は
日
本

経
団
連
、
自
動
車
電
機
な
ど
の

輸
出
大
企
業
で
す
。
こ
れ
ら
の

巨
大
な
利
益
を
上
げ
て
き
た
輸

出
大
企
業
の
た
め
に
農
業
も
漁

業
、
林
業
も
地
域
社
会
も
崩
壊

す
る
。
国
土
の
保
全
、
環
境
景

観
の
保
持
、
文
化
の
継
承
な
ど

多
面
的
機
能
が
失
わ
れ
金
額
で

評
価
す
る
と
年
間
89
兆
円
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

農
業
の
働
き
手
は
高
齢
化
で

後
継
者
が
育
た
な
い
と
い
わ
れ

ま
す
が
、
こ
れ
は
農
業
だ
け
で

食
べ
て
い
け
な
い
か
ら
で
、
輸

入
を
ど
ん
ど
ん
進
め
価
格
も
流

通
も
市
場
任
せ
に
し
て
き
た
結

果
と
し
て
所
得
が
減
り
、
跡
継

ぎ
が
減
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

こ
の
10
月
に
政
府
が
行
っ
た

特
別
世
論
調
査
で
今
後
の
わ
が

国
の
食
料
自
給
率
を
高
め
る
べ

き
だ
と
考
え
て
い
る
人
は
90
・

７
％
で
す
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
参
加

は
経
営
規
模
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
並

み
の
北
海
道
農
業
で
さ
え
壊
滅

的
打
撃
を
受
け
る
と
い
わ
れ
ま

す
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
参
加
に
は
反

対
を
す
べ
き
と
思
い
ま
す
。

Ａ
菅
内
閣
が
唐
突
に
Ｔ
Ｐ
Ｐ

参
加
の
た
め
の
関
係
国
と
の
協

議
開
始
を
閣
議
決
定
し
た
こ
と

に
対
し
て
は
、
農
業
を
基
幹
産

業
と
す
る
当
町
に
と
っ
て
も
大

変
深
刻
な
問
題
で
あ
り
、
到
底

受
け
入
れ
で
き
る
も
の
で
は
な

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

財政健全化への
　　取り組みについて

財政推計を参考とし
　　　財政運営を行う
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公約の
進捗状況は？
実現に向けて
　鋭意努力していて、
　　　　変更はない！

Ｑ
公
約
の
進
捗
状
況
と
変
更

は
あ
る
の
か
？

Ａ
①
町
財
政
の
健
全
化
は
予

算
規
模
の
縮
小
が
必
要
で
事
業

の
取
捨
選
択
を
行
う
。

②
町
民
と
行
政
一
体
型
の
産
業

振
興
は
平
成
23
年
度
に
「
プ
レ

ミ
ア
ム
商
品
券
」
発
行
予
定
、

新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
地

元
産
農
産
物
を
協
力
団
体
等
と

協
議
し
使
用
し
た
い
。

③
中
学
生
ま
で
の
医
療
費
無
料

化
は
平
成
23
年
度
４
月
実
施
に

向
け
て
準
備
中
で
あ
る
。
地
域

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
で
運
営
す

る
放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン
は
学

校
施
設
管
理
等
の
課
題
が
多
く

保
留

④
町
民
参
加
の
町
づ
く
り
と
女

性
委
員
の
登
用
は
、
町
づ
く
り

座
談
会
で
意
見
を
聞
き
行
政
運

営
に
反
映
す
る
。
女
性
委
員
の

登
用
は
現
在
２
名
委
嘱
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
ほ
か
に
１
名
推
薦

し
た
。

⑤
安
心
し
て
住
め
る
町
づ
く
り

は
不
足
し
て
い
る
介
護
施
設
等

の
整
備
を
進
め
て
い
る
。

Ｑ
町
立
３
保
育
園
認
定
子
ど

も
園
に
つ
い
て

Ａ
町
立
保
育
園
は
当
分
の
間

は
統
合
は
な
く
現
状
維
持
で
。

認
定
子
ど
も
園
は
国
の
方
向
性

が
確
定
し
た
段
階
で
準
備
を
進

め
て
い
く
。

Ｑ
行
政
主
導
の
産
業
振
興
、

観
光
、
中
心
街
活
性
化
の
方
策

は
？Ａ

地
産
地
消
の
拡
大
、
観
光

と
連
携
の
横
芝
光
ブ
ラ
ン
ド
の

確
立
等
で
付
加
価
値
の
促
進
を

す
る
。
観
光
で
は
体
験
滞
在
化

の
促
進
で
人
々
の
交
流
時
間
を

増
加
さ
せ
特
産
品
づ
く
り
や
商

業
等
の
活
性
化
に
つ
な
げ
た

い
。
商
工
業
関
係
で
は
商
業
・

農
業
・
観
光
と
の
連
携
で
地
域

特
性
を
活
か
し
た
振
興
を
支
援

す
る
。
中
心
市
街
地
活
性
化
の

方
策
は
駅
前
広
場
整
備
や
駅
前

交
差
点
改
良
事
業
が
起
爆
剤
に

な
れ
ば
と
考
え
る
が
行
政
主
導

だ
け
で
は
難
し
く
商
工
会
・
経

営
者
・
地
域
が
一
体
と
な
り
取

り
組
ん
で
ほ
し
い
。
商
工
会
が

中
心
に
行
っ
て
い
る
Β
級
グ
ル

メ
や
ご
当
地
グ
ル
メ
の
開
発
に

も
期
待
し
た
い
。

Ｑ
小
中
学
生
議
会
の
開
催

は
？
（
提
案
）

Ａ
当
町
で
も
平
成
19
年
11
月

28
日
に
中
学
生
議
会
を
開
催
し

た
。未
来
を
担
う
子
供
た
ち
が
議

会
を
通
じ
て
町
政
へ
の
理
解
と

関
心
を
高
め
る
こ
と
も
重
要
で

あ
る
。実
施
は
今
後
検
討
す
る
。

Ｑ
入
札
制
度
と
事
業
仕
分

け
、
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
に
つ

い
てＡ

入
札
制
度
で
予
定
価
格
、

最
低
制
限
価
格
を
事
後
公
表
に

し
た
が
落
札
率
が
下
が
り
効
果

が
あ
っ
た
も
の
の
今
後
も
経
緯

を
見
て
い
く
。
電
子
入
札
は
来

年
度
か
ら
導
入
予
定
。

　

事
業
仕
分
け
は
事
業
評
価
後

に
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
が
、

前
段
と
し
て
個
別
事
務
事
業
評

価
を
取
り
入
れ
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
。

　

公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
は
デ
マ

ン
ド
交
通
も
視
野
に
入
れ
検
討

す
る
。

・
住
民
の
求
め
る
地
域
医
療
を
提
供
し
て
い
き
ま
す

・
保
護
者
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
り
ま
す

・
調
査
の
結
果
現
状
の
ま
ま
で

森 川　　忠 議員

杉 森　幹 男 議員

Ｑ
今
年
度
上
半
期
に
医
師
が

２
名
増
員
と
な
っ
た
が
、
病
床

稼
働
率
を
含
め
ど
の
よ
う
な
経

営
状
況
で
あ
る
の
か
？

Ａ
全
体
的
に
患
者
様
が
減
っ

て
い
る
の
で
、
収
益
も
減
少
し

て
お
り
、
病
床
稼
働
率
も
減
少

し
て
い
ま
す
。

Ｑ
職
員
に
対
す
る
接
遇
改
善

研
修
の
今
後
は
？

Ａ
患
者
様
へ
の
対
応
が
良
く

な
っ
た
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
今
後
は
内
部
で
研
修
を
継

続
し
て
ゆ
き
ま
す
。

Ｑ
病
院
の
方
向
性
は
？ 

Ａ
救
急
は
旭
中
央
病
院
と
連

携
を
と
り
な
が
ら
、
人
間
ド
ッ

ク
な
ど
の
検
診
事
業
を
さ
ら
に

充
実
さ
せ
て
ゆ
き
ま
す
。

Ｑ
部
活
動
支
援
に
つ
い
て

Ａ
関
東
大
会
・
全
国
大
会
出

場
者
へ
は
全
額
補
助
し
て
い
ま

す
。
過
去
に
周
知
さ
れ
て
い
な

い
時
が
あ
っ
た
の
で
、
周
知
体

制
を
し
っ
か
り
し
て
い
き
た
い

で
す
。

Ｑ
以
前
「
防
犯
メ
ー
ル
」
に

つ
い
て
の
答
弁
の
中
で
「
保
護

者
と
協
議
す
る
」
、
「
調
査
す

る
」
し
て
い
た
結
果
は
？

Ａ
協
議
会
を
開
い
て
聞
い
た

わ
け
で
は
な
い
が
、
個
人
的
に

約
30
人
ほ
ど
の
保
護
者
に
聞
き
、

学
校
に
も
聞
い
た
と
こ
ろ
、
現

状
の
ま
ま
で
問
題
は
な
い
と
の

こ
と
で
し
た
。

・
東
陽
病
院
の
今
後
と
課
題

・
部
活
動
支
援

・
防
犯
上
の
メ
ー
ル
配
信
に
つ
い
て

部活動に励む生徒


